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1  は じ め に 





































た結果を表 1 に示す。50 年間に資産格差が最大
の伸びを示している米国では，1961 年から 2013 
年の間にジニ係数は 0.803 から 0.871 へと 8.5%
も増加したが，平均経済成長率は 2.5%に過ぎず，
Pikettyの結論が成立している。一方，日本では

























が顕著である 6)。1962 年（ジニ係数 0.803）には
資産額上位 5%の超富裕層が 55%の資産を保有し


















































1960 1970 1980 1990 2000 2010







































1960 1970 1980 1990 2000 2010


















表 1. 主要 5 カ国の資産格差と所得格差のジニ係数，および経済成長率の推移
日本 米国 英国 ドイツ フランス 
資産格差のジニ係数 60 年代 0.807  0.562  0.810    
 70 年代  0.536  0.760  0.748  0.810  
 80 年代 0.816  0.585  0.650  0.685  0.690  
 90 年代 0.824  0.542  0.645  0.631  0.640  
 00 年代 0.830  0.564  0.690   0.640  
 10 年代 0.869     0.650  
所得格差のジニ係数 60 年代 0.449  0.361     
 70 年代  0.334  0.269  0.309  0.320  
 80 年代 0.501  0.343  0.309  0.328  0.285  
 90 年代 0.526  0.383  0.344  0.334  0.282  
 00 年代 0.556  0.397  0.337  0.343  0.285  
 10 年代 0.574  0.395  0.351   0.299 
資産格差の増減率(%)  1.60  8.47  -17.28  -14.44  -19.75  
平均経済成長率(%)  4.60  2.48  1.61  2.02  2.67  
表 2. 資産格差のジニ係数と各種要因との相関係数
分野 要因 相関係数 分野 要因 相関係数
経済 所得格差のジニ係数 0.607** 政治・社会 殺人発生率 0.402** 
 GpC（1 人当たりの GDP） -0.375**  政府安定性 -0.291**
経済成長率 -0.149*  軍事費# -0.253**
貧困率 0.453**  兵士数# -0.197**
失業率 0.254**  自殺率 -0.114 
平均賃金 -0.189* 教育・文化 教育費# -0.255**
起業手続時間 0.180*  大学進学率 -0.265**
税収# -0.368**  リテラシ -0.196**
所得税（最高） 0.088  就学年数 -0.227**
法人税（最高） 0.211**  知能指数（IQ） -0.377**
株式税（最高） -0.037  インターネット利用率 -0.342**
相続税（最高） -0.073  PC 利用率 -0.198**
産業・資源 工業付加価値# -0.313** 医療 医療費# -0.195* 
サービス付加価値# -0.225**  医師数# -0.352**
石油生産高# -0.253**  病床数# -0.389**
天然ガス生産高# -0.258**  平均寿命 -0.348 **
鉄鉱生産高# -0.160*  エイズ死亡率 0.386** 
農業付加価値# -0.277**  結核死亡率 0.348** 
農業従事者率 0.268**  肺炎死亡率 0.289** 
農地面積# 0.105  マラリア死亡率 0.190* 
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図 4. 資産格差と GpC の相関









































































































































































































































































































































































































































格差ジニ は図 9 のようになり，相関
数は 0.402 とかなり高い。また，政府の安定性






















































































を示す指数である Fu ctional Stat s I dex（第 1 位
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